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三条デイサービスセンターを非公募にすることについて 

１ 三条デイサービスセンターの概要及び実績 

平成１３年１０月の開設から，市立のデイサービスセンターとして，平成１８年度の指

定管理制度導入以降も，利用者本位のサービスを基本に円滑かつ良好な管理運営を行って

きている。 

 ＊業務実績 

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

延利用人数 ５,８１５人 ５,６３９人 ６,４３８人

内訳 介護給付 ４,５５２人 ４,６９７人 ５,４８４人

   予防給付 １,１３３人 ７８３人 ８０８人

自立支援 １２０人 １５９人 １４６人

独自デイ １０人 ０人 ０人

１日平均利用人数 １８．９４人 １８．３７人 ２０．８３人

事業収入 45,512,905 円 46,098,700 円 56,088,069 円

事業支出 50,076,230 円 49,630,903 円 52,154,680 円

事業収支 △4,563,325 円 △3,532,203 円 3,933,389 円

２ 市立デイサービスセンターとしてのセーフティネットの役割 

介護保険で非該当となられた方の自立支援デイサービスを実施しており，平成２７年度

実績では市全体３７８人のうち１４６人（３８.６％）を三条デイサービスセンターが受

け入れている。非該当となった利用者の中には，地域や家族による支援が困難な方がおり，

積極的に受け入れている。 

介護保険の通所介護（デイサービス）では，入浴がチェアインバスで対応可能な方であ

れば，受け入れ可能な限り重度の要介護者を受け入れている。 

また，民間事業所では，特別な対応（胃瘻，酸素吸入器，きざみ等の特別食など）を必

要とする利用者に対し，対応困難などの理由で受け入れを断るケースも見られる一方で，

市立のデイサービスセンターとして，今後もこのような利用者を積極的に受け入れていく

必要がある。 

現状は，要介護度３以上の中重度者が３割超，認知症が２割を超えており，市内で唯一，

介護職員の加配による中重度ケア体制加算及び認知症加算の指定事業所となっており，引

き続き，重度の方の受け入れ体制を維持する必要がある。 

以上のようなセーフティネットの役割を果たせる施設を指定管理者に選定する必要が

あり，非公募としたい。 
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兵庫県介護サービス情報公開システムから芦屋市内の通常規模デイサービス事業所を抽出

Ｎo 事業所名 定員 利用者数 要介護度 3 以上 ％ 

1 あしや聖徳園     40     83         30 36.1%

2 三条デイサービスセンター     30     47         15 31.9%

3 あしや聖徳園春日デイ     30     606        143 23.6%

4 エルホーム芦屋     30        60         14 23.3%

5 きらくえんハーブあしや     30        101         19 18.8%

6 陽光苑     30         56         10 17.9%

阪神間各市の状況 

自治体名 法人格 通所介護 指定管理 公募/非公募 

尼崎市 福祉事業団 ○障害者 ○ 
公 募 

（応募 1者） 

西宮市 福祉事業団 該当なし   

芦屋市 福祉公社 ○ ○ 非公募 

伊丹市 福祉事業団 ○障害者 ○ 非公募 

宝塚市 社会福祉協議会 ○3か所 ○ 非公募 

川西市 社会福祉協議会 
○2か所 

老人福祉ｾﾝﾀｰ併設 
○ 

公 募 

（応募 1者） 

猪名川町 社会福祉協議会 ○ ○ 非公募 

三田市 社会福祉協議会 
○総合福祉保健ｾﾝﾀｰ

併設 
○ 

公 募 

（応募 1者） 

３ 三条デイサービスセンターの改修工事 

平成１３年の開設以降，建物・設備の老朽化（雨漏り・故障の頻発）が進んでおり，改

修工事が必要となるが，指定期間中に改修工事を実施することとなった場合，工事中は施

設利用ができない。 

以上 


